
ハ
チ
ゴ
ロ
ウ
の
戸
島
湿
地
ま
つ
り

自
然
豊
か
な
湿
地
一
帯
は

大
に
ぎ
わ
い
！

城 崎城 崎

制
作
と
手
芸
に
ト
ラ
イ

世
界
に
一
つ
だ
け
の

タ
ペ
ス
ト
リ
ー

竹 野竹 野

豊
岡
城
下
町
あ
る
き
体
験
講
座

京
極
家
の
菩
提
寺
を
訪
ね
て

豊 岡豊 岡

▲胴長を着ての湿地散策。足元に気を取られ、ガイドの
話も…聞いてる？

　

10
月
9
日
、
豊
岡
城
下
町
あ
る
き
体
験
講
座（
豊

岡
の
城
下
町
を
活い

か
す
会
・
豊
岡
観
光
協
会
主
催
）

が
開
催
さ
れ
、
約
15
人
の
参
加
者
は
、
元
禄
時
代
の

絵
図
を
片
手
に
、
豊
岡
城
下
町
を
探
訪
し
ま
し
た
。

　

晴
天
に
恵
ま
れ
た
こ
の
日
は
、「
興こ
う

国こ
く

寺じ

と
瑞ず
い

泰た
い

寺じ

を
巡
る
」と
題
し
て
、
江
戸
時
代
豊
岡
藩
を
治
め
て

い
た
京
極
家
の
菩
提
寺
な
ど
を
訪
ね
歩
き
ま
し
た
。

　

幻
の
大
寺
院
と
い
わ
れ
て
き
た
興
国
寺
境
内
が
、

藩
主
の
館
と
ほ
ぼ
同
規
模
で
、目
を
見
張
る
ほ
ど
大
き

か
っ
た
こ
と
や
、廃
藩
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
ど
の

よ
う
に
変
わ
っ
た
の
か
…
。絵
図
と
今
の
地
形
と
が

ど
う
重
な
る
の
か
の
解
説
を
受
け
た
参
加
者
は
、
い

に
し
え
の
城
下
町
に
思
い
を
は
せ
て
い
ま
し
た
。

　

9
月
18
日
、
城
崎
町
今
津
の
ハ
チ
ゴ
ロ
ウ
の
戸
島

湿
地
で「
ハ
チ
ゴ
ロ
ウ
の
戸
島
湿
地
ま
つ
り
」（
コ
ウ

ノ
ト
リ
湿
地
ネ
ッ
ト
主
催
）が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

管
理
棟
内
で
は
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
談
議
や「
う
た
の

ひ
ろ
ば
」が
、
屋
外
で
は
、
た
こ
焼
き
や
農
産
物
加

工
品
、
軽
食
な
ど
の
バ
ザ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
湿
地
散
策
」で
は
、
胴
長
を
着
て
水
位
の
高
い
湿

地
を
歩
く
た
め
、
参
加
し
た
約
20
人
は
、
歩
く
た
び

に
歓
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
春
先
か
ら
試
行
錯
誤
し
て
完
成
し
た
地
元

食
材
満
載
の「
ハ
チ
ゴ
ロ
ウ
弁
当
」が
初
お
目
見
え
。

8ハチ
5ゴ
6ロー
円
で
販
売
さ
れ
、
用
意
さ
れ
た
50
食
分
は
す

ぐ
に
売
り
切
れ
て
し
ま
う
ほ
ど
の
人
気
で
し
た
。

　

10
月
４
日
、
竹
野
子
育
て
セ
ン
タ
ー（
竹
野
町
和

田
）に
親
子
が
集
ま
り
、
地
区
公
民
館
の
文
化
祭
に

出
品
す
る
タ
ペ
ス
ト
リ
ー（
壁
掛
け
）を
作
り
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
色
と
り
ど
り
の
布
や
リ
ボ
ン
、
ス
パ

ン
コ
ー
ル
、
造
花
な
ど
が
並
び
、
好
き
な
材
料
を
選

ん
で
、
各
自
思
い
思
い
に
描
き
、
個
性
豊
か
な
タ
ペ

ス
ト
リ
ー
が
で
き
て
い
き
ま
す
。
18
日
に
は
、
同
セ

ン
タ
ー
で
活
動
す
る
全
グ
ル
ー
プ
が
集
ま
り
、
出
品

作
品
を
共
同
制
作
し
ま
し
た
。　

　

参
加
し
た
井
垣
千
夏
さ
ん（
竹
野
町
竹
野
）は
、「
子

ど
も
が
レ
イ
ア
ウ
ト
し
ま
し
た
。
下
に
カ
レ
ン
ダ
ー

を
貼
る
な
ど
、
子
ど
も
が
喜
ん
で
使
う
も
の
を
作
り

た
い
で
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

▲指導・引率の方の解説に感嘆の声が！　

▲子どものアイデアも生かして…。出来上がるのが楽
しみ
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日ひ
　
で出
神
社
千
本
餅
つ
き

威
勢
の
よ
い
声
が
響
き
ま
す

但 東但 東

日 高日 高

まちの情報などがありましたら、秘書広
報課広報・交流係まで連絡ください。

▲未舗装の山道を勢いよく走り抜ける参加者ら（中学生･
一般の部）〔高原内特設コース（約2.2km）〕

　

10
月
1
〜
2
日
の
2
日
間
、
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク

大
会
in
神
鍋
高
原（
同
実
行
委
員
会
主
催
）が
神
鍋
高

原
で
初
め
て
開
催
さ
れ
、
約
1
5
0
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
2
日
に
は
、M
T
B
チ
ャ
レ
ン
ジ
カ
ッ
プ
が

高
原
内
特
設
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
、
小
学
生
か
ら
一
般

の
約
50
人
が
熱
い
戦
い
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

3
･
4
年
生
の
部
優
勝
の
清
水
壱い
っ

成せ
い

君（
市
川
町
・

4
年
）は「
し
ん
ど
か
っ
た
け
ど
走
り
や
す
く
楽
し
か

っ
た
。
ま
た
来
た
い
」と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

会
場
内
に
は
両
日
、
地
元
グ
ル
メ
の
屋
台
や
お
も

し
ろ
自
転
車
体
験
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、
来
場
者
ら
に

喜
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
今
後
、
コ
ー
ス
の
一
部
は
常

設
コ
ー
ス
と
し
て
1
日
5
0
0
円
で
利
用
で
き
ま
す
。

▲リズムよく餅をつく中学生

　

10
月
8
日
、
日
出
神
社（
但
東
町
南
尾
）で
、
五
穀

豊
穣
、
家
内
安
全
な
ど
を
願
い
、
千
本
餅
つ
き
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

千
本
餅
つ
き
は
、
約
4
0
0
年
前
に
世
の
中
の
平

穏
無
事
、無
病
息
災
、五
穀
豊
穣
を
祈
念
し
た
こ
と
が

始
ま
り
と
い
わ
れ
、
4
人
1
組
で
臼
を
囲
み
、「
お
い

っ
！
」の
掛
け
声
と
と
も
に
順
番
に
餅
を
つ
き
ま
す
。

　

中
学
生
が
つ
い
て
い
る
と
、
周
り
の
参
加
者
か
ら

「
が
ん
ば
れ
ー
」「
上
手
だ
ぞ
」と
声
が
掛
か
り
、
餅

を
つ
く
手
に
も
力
が
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

つ
い
た
餅
は
、
参
加
者
に
振
る
舞
わ
れ
、
き
な
粉

の
香
り
が
漂
う
中
、
皆
お
い
し
そ
う
に
食
べ
て
い
ま

し
た
。

出
石
藩
き
も
の
祭
り

和
装
で
彩
ら
れ
た
城
下
町
…

江
戸
時
代
へ
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
!!

出 石出 石
　

9
月
23
〜
25
日
の
3
日
間
、
出
石
総
合
支
所
前
広

場
で
、
出
石
藩
き
も
の
祭
り（
同
実
行
委
員
会
主
催
）

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

23
日
は
、「
第
1
回
出
石
皿
そ
ば
お
か
も
ち
競
争
」

が
行
わ
れ
、
3
人
1
組
の
9
チ
ー
ム
が
参
加
。
3
人

は
、
お
か
も
ち
を
持
っ
て
走
る「
走
り
屋
」、
途
中
で

そ
ば
を
盛
る「
盛
り
屋
」、
ゴ
ー
ル
で
そ
ば
を
食
べ
る

「
食
べ
屋
」に
分
か
れ
、
食
べ
終
わ
る
ま
で
の
時
間
を

争
い
ま
し
た
。
優
勝
し
た
出
石
高
校
チ
ー
ム「
出い
ず

高こ
う

フ
ァ
イ
ト
」で
、
食
べ
屋
を
担
っ
た
真さ
な

田だ

佳か

穂ほ

さ
ん

（
1
年
）は「
朝
ご
は
ん
を
抜
い
た
か
い
が
あ
り
ま
し

た
。
普
段
は
空
手
着
な
の
で
、
着
物
は
女
性
っ
ぽ
く

て
い
い
で
す
ね
」と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。 ▲｢おかもち｣を片手に、スタートする走り屋。難関を乗

り越え、ゴールまでたどり着けるか…

２
０
１
１
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
大
会
in
神
鍋
高
原

マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク（
Ｍ
Ｔ
Ｂ
）で

神
鍋
高
原
の
風
を
感
じ
よ
う
！
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